
令和８年度 自己評価計画書 石川県立羽松高等学校 

重 点 目 標 具 体 的 取 組 主 担 当 現 状 評 価 の 観 点 実現状況の達成度判断基準 判 定 基 準 備  考 

１ 保護者、中学校、外

部機関などの連携を

さらに進めるととも

に、授業改善、行

事、進路指導（キャ

リア教育の充実）な

どを通して、「居場

所づくり」と「絆づ

くり」を中心に、登

校したくなる学校づ

くりを推進し、生徒

一人一人が活躍できる

集団をつくる。 

① 全教職員がカウンセリングマ

インドを持って各生徒と共感

的に寄り添い、生徒が学校に

居場所・周囲との絆を作れる

よう支援を行う。 

全教職員 欠席や早退が目立つ生徒が一定数お

り、学校での居場所や友人との絆を

形成させるための支援が必要であ

る。 

【満足度指標】 

授業、行事、進路指導（キ

ャリア教育）を通して生徒

が学校に居場所や絆を見出

している。 

学校に居場所や絆を見出し、登校したいと考えて

いる生徒の割合が 

Ａ ９０％以上である。 

Ｂ ８０％以上である。 

Ｃ ７０％以上である。 

Ｄ ７０％未満である。 

 

Ｃ以下の場合は、

再検討する。 

 

７月、１２月の生

徒アンケートに

より集計 

② 各生徒にキャリア教育と進路

指導を自分事として捉えられ

るように実施し、生徒が自ら

進路目標を決定できるように

支援を行う。 

指導課 卒業後の進路を漠然と考えている生徒

が多く、最終学年になっても、進路に

ついて決断できない生徒がいる。 

【満足度指標】 

定通企業ガイダンス、総

合的な探究の時間等を通し

て、進路目標を定め、目標

達成に向けて取り組んで

いる。 

具体的な進路目標を持ち、進路実現のために努力

すべきだと考えている生徒の割合が 

Ａ ９０％以上である。 

Ｂ ８０％以上である。 

Ｃ ７０％以上である。 

Ｄ ７０％未満である。 

 

Ｃ以下の場合は、

再検討する。 

 

行事毎及び７月、

１２月の生徒アン

ケートにより集計 

③ 生徒の進路志望を実現するた

め、関係諸機関や地元企業と

の連携を深め、生徒の希望・

適性・能力に合致した進路指

導に努める。 

指導課 正規就業が難しい生徒に対しての指

導・助言が不十分である。当該生徒の

進路の決定時期が遅くならないよう

に、関係諸機関と連携し、就業支援を充

実させる必要がある。 

【成果指標】 

生徒の進路希望に応じた

進路実現が可能となる。 

卒業生の進路実現の割合が 

Ａ  １００％である。 

Ｂ  ９０％以上である。 

Ｃ  ８０％以上である。 

Ｄ  ８０％未満である。 

 

Ｃ以下の場合は、

再検討する。 

 

就職は１１月下

旬、進学は１２月

下旬に中間集計。

２月末に最終集計 

 

２ 

 

今求められる必要な

力を育成すると共

に、生徒一人一人の

「適性と能力」、

「学習上または生活

上の困難さ」などに

応じたきめ細やかな

学習支援を行うた

め、授業のユニバー

サルデザイン、ＩＣ

Ｔ機器の活用、ＡＩ

学習教材等により授

業改善をさらに図

る。 

①  生徒一人一人の「学習上ま

たは生活上の困難さ」を的

確に把握・理解し、個別最

適な学習の支援をさらに高

める。 

教務課 定期的に生徒理解を高める研修等を行

っているが、個別最適な学習支援を行

うためさらなる改善・向上が求められ

る。 

【努力指標】 

生徒一人一人の「学習上ま

たは生活上の困難さ」に応

じた学習支援を行ってい

る。 

生徒一人一人の「学習上または生活上の困難

さ」を丁寧に聞いてもらえていると思う生徒

の割合が 

Ａ  ９０％以上である。 

Ｂ  ８０％以上である。 

Ｃ  ７０％以上である。 

Ｄ ７０％未満である。 

 

Ｃ以下の場合は、

再検討する。 

 

７月、１２月の生

徒アンケートによ

り集計 

②  授業のユニバーサルデザイン

による学習支援を行うと共

に、ＡＩ学習教材を活用する

ことで、学習意欲と個別最適

な学びに繋げる。 

教務課 

各教科 

基礎学力と学習意欲が身についてい

ない生徒に対応するため、学び直しの

学習等、個に応じたきめ細やかな指導

が必要である。 

【成果指標】 

授業内容を理解し、基礎

学力が向上している。 

学習支援や学習教材の工夫等により、学習意欲と

個別最適な学びに繋がった生徒の割合が 

Ａ  ７０％以上である。 

Ｂ  ６０％以上である。 

Ｃ ５０％以上である。 

Ｄ ５０％未満である。 

 

Ｃ以下の場合は、

再検討する。 

 

９月と１月の結

果と生徒アンケ

ートにより集計 

③ 生徒が１人１台端末を使うよ

うな授業を日常的に実施し、

生徒が端末を活用する授業を

行うことで、生徒が意欲的に

授業に参加するよう授業改善

に努める。 

教務課 習熟度別指導、ＴＴ、サポート支援等

を実施しており、一定の効果を上げて

いるが、生徒が１人１台端末を使うよ

うな授業を日常的に行うなど、なお

一層の授業改善が求められる。 

【努力指標】 

教員がＩＣＴ機器等を有効

に活用し、生徒の興味・関

心を高めるような授業改

善に努める。 

生徒が１人１台端末を授業で使うことで、意欲的

に授業に参加していると思う生徒の割合が、 

Ａ  ９０％以上である。 

Ｂ  ８０％以上である。 

Ｃ ７０％以上である。 

Ｄ ７０％未満である。 

 

Ｃ以下の場合は、

再検討する。 

 

７月、１２月の生

徒アンケートによ

り集計 

 
 
 
 
 
 
 
 



重 点 目 標 具 体 的 取 組 主 担 当 現 状 評 価 の 観 点 実現状況の達成度判断基準 判 定 基 準 備  考 

３ 基本的な生活習慣を

確立し規範意識をさ

らに高めるととも

に、道徳心や倫理観

の向上をさらに図

る。 

① いじめや非行、スマホ等を利

用した不適切な行為を未然に

防止するために、各種講習会・

講演会を実施する。 

指導課 

全教職員 

いじめの報告や生徒指導上の問題は

ないが、SNS でのいじめ等をしないこ

とを含めて、情報モラルの理解とその

徹底が急がれる。 

【努力指標】 

規範意識と道徳心・倫理

観の向上を図り、いじめ

や非行のない学校づくり 

に努める。 

いじめや不適切行為に関する訴え・相談件数が  

Ａ  ０件である。 

Ｂ  １件である。 

Ｃ ２件である。 

Ｄ ３件以上である。 
 

 

Ｃ以下の場合は、

再検討する。 

７月、１２月の生

徒アンケート及

び、９月、３月の

生徒指導等調査

により集計 

② 生活指導をとおして、挨拶や

言葉遣いをはじめとして、適

切な態度が取れるように、情

操教育を充実する。 

指導課 年々、規範意識の高い生徒の割合は高

まっているが、全体的に挨拶に元気が

なく、物事に積極的な行動が望まれ

る。 

【努力指標】 

ＴＰＯに応じた高校生ら

しい言動と、身だしなみ

に努める。 

校則や社会のルール、ＴＰＯを意識して生活して

いると思う生徒の割合が 

Ａ  ９５％以上である。 

Ｂ  ８５％以上である。 

Ｃ ７５％以上である。 

Ｄ ７５％未満である。 
 

 

Ｃ以下の場合は、

再検討する。 

 

７月、１２月の生

徒アンケートによ

り集計 

③ 保健教育・保健指導を工夫

して、自身の健康を自律的

に管理できるよう意識を高

めながら、健全な生活習慣

を確立・維持する。 

厚生相談課 自己肯定感が低く、健康を保つ生活

習慣が難しい、または苦手であると

感じると、生活習慣の改善を避けよ

うとする生徒がいる。 

【成果指標】 

健全な生活習慣を確立

し、毎日丁寧に歯みがき

をする習慣を維持できて

いる。 

毎日丁寧に歯みがきをする生徒の割合が 

Ａ  ９５％以上である。 

Ｂ  ９０％以上である。 

Ｃ  ８０％以上である。 

Ｄ ８０％未満である。 
 

 

Ｃ以下の場合は

再検討する。 

 

６月、１２月のヘ

ルスチェックア

ンケートにより

集計 

４ 
学校行事等に積極的

に参加することを通

して自己効力感や協

調性、コミュニケーシ

ョン力をさらに高める

とともに、非常時に適

切な行動ができる資

質・能力をさらに育成

する。 

① 授業に協働学習やグループ活

動等を積極的に取り入れ、 

「通級」による有効な指導法

等も活かしながら、生徒が自

分の考えを伝えられるように

工夫する。 

全教職員

教務課 

厚生相談課 

不登校経験者や転・編入生が在籍して

おり、人前で発言することや他者との

意思疎通が不得意な生徒がいる。 

【成果指標】 

自分の考えや意見を、相手

にわかりやすいように伝

えることができる。 

授業中に、自分の考えや意見を述べることができ

ると思う生徒の割合が、 

Ａ  ９０％以上である。 

 Ｂ  ８０％以上である。 

 Ｃ  ７０％以上である。  

Ｄ  ７０％未満である。 

 

Ｃ以下の場合は、

再検討する。 

 

７月、１２月の生

徒授業アンケート

により集計 

② 校内外の各種行事の内容や生

徒に対する働きかけを工夫

し、積極的に参加させること

を通して、自己肯定感や協調

性を高めることに繋げる。 

指導課 他者と関わることや集団活動を苦手と

するため、学校行事等に積極的に参加

できない生徒がいる。 

【成果指標】 

生徒各自が行事等に参加

して、自分の役割を果たそ

うとしている。 

校内外の各種行事に、積極的に取り組んだと思う

生徒の割合が 

Ａ  ９０％以上である。 

 Ｂ  ８０％以上である。 

 Ｃ  ７０％以上である。 

 Ｄ ７０％未満である。 

 

Ｃ以下の場合は、

再検討する。 

 

行事毎及び７月、

１２月の生徒アン

ケートにより集計 

③ 度重なる大規模災害を踏ま

え、安全で安心な学校づくり

に欠かせない避難訓練等に

おいて、生徒が的確な判断の

下、防災意識を高め、身を守

るために必要な行動を取れる

ように指導する。 

総務課

指導課 

避難訓練（煙退避訓練等）では、生徒

は自分自身のことと捉えて行動でき

るようになった。今後は、日常生活の

中における防災意識の向上が課題で

ある。 

【成果指標】 

防災に対する意識を高め、

全生徒が避難する際の行

動と手順を理解している。 

度重なる大規模災害を踏まえ、緊急避難時に守る

べき事項と、自分が取るべき行動について、理解

していると思う生徒の割合が  

Ａ  ９０％以上である。 

Ｂ  ８０％以上である。 

Ｃ  ７０％以上である。 

Ｄ  ７０％未満である。 

 

Ｃ以下の場合は、

再検討する。 

 

行事毎の生徒ア

ンケートにより集

計 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



重 点 目 標 具 体 的 取 組 主 担 当 現 状 評 価 の 観 点 実現状況の達成度判断基準 判 定 基 準 備  考 

５ 教職員のウェルビー

イングに繋げるた

め、働き方改革を推

進しワークライフバ

ランスをさらに改善

するとともに、度重

なる大規模災害を踏

まえ、災害対応力を

さらに強化する。 

① 教職員の多忙化改善に向け

て、適切な校務分担と、効率

的な業務の遂行に務める。 

全教職員 少人数の教員が複数の校務を担当して

いるため、１人あたりの仕事量が多

い。また、各課の業務量に差がある。 

【成果指標】 

教職員一人一人が多忙化改

善に向け、業務内容を点検

し、効率的な校務遂行に取

り組んでいる。 

職場の多忙化改善に取り組んだと答えた教職員の

割合が 

Ａ ９０％以上である。 

Ｂ ８０％以上である。 

Ｃ ７０％以上である。 

Ｄ ７０％未満である。 

 

Ｃ以下の場合は、

再検討する。 

 

８月、１２月の教

員アンケートによ

り集計 

② 専門家等による指導・助言を

受けて、責任感と使命感をさ

らに醸成する。 

全教職員 年３回避難訓練を行っているが、同

じような訓練にならないように改善

を図っている。 

【成果指標】 

教職員一人一人が危機管

理意識をさらに高め、災

害時や突発的な事態に迅

速に対応できる。 

 

防災担当を位置づけ、防災教育活動を実施した 

回数が 

Ａ ５回以上である。  

Ｂ ４回である。  

Ｃ ３回である。 

Ｄ ３回未満である。 

 

Ｃ以下の場合は、

再検討する。 

 

専門家等による 

指導助言の回数 

 


